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私たちの町は、母なる大河信濃川の辺にあって苅谷田川、猿橋川に囲まれ、その名が

示すように穀倉中之島として発展してきた。

町全体は、はば平坦てある。町の中央に位置する松ケ崎新田、上沼新田地内の周知の

遺跡て‘‘ある観音寺遺跡が県営広域営農団地農道整備事業及び県営湛水防除事業において

道路 ・排水路として削平されるために事前に埋蔵文化財の確認調査を実施し、遺跡の規

模、性格、内容の記録保存を図ることとなった。

中之島町は発掘調査の事例が少なく、昭和50年度の北陸高速道建設に伴う杉之森遺跡

の 1例があるのみてある。それに町内の土地の60%強が水田て‘‘表面採取が不可能て‘‘あ

る。そのため埋蔵文化財については不明なことが多く、今後の発掘調査による成果が期

待される。観音寺遺跡という名称から、この調査区域は以前お寺だったのて‘‘はないかと

思われる。

調査主体は中之島町教育委員会てあり、発掘担当者として山武考古学研究所の調査員

てある近江屋成陽氏にお願いした。調査期間は平成 6年 7月15日から同年10月7日まて‘‘

てある。

今回の調査て‘‘は残念ながらお寺の跡と思われるものは発見されていなかったが、穴 ・

井戸 ・溝 ・土器 ・木製品 ・炭化した米などが見つかり、このことから平安時代にこの周

辺て‘‘人が住んて‘` いたことが判明した。

また三条大地震の際の流砂現象が認められ古代の遺跡が、地震の噴砂跡に切られてい

ることは地震考古学の研究に良好な資料を提示してくれているとのことて‘‘ある。

終わりに調査にご協力いただいた皆様に対し、ここに深甚なる謝意を表す次第て‘‘あ

る。

平成 6年度 3月

中之島町教育委員会

五十嵐昭治
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1. 本書は、新潟県南蒲原郡中之島町大字上沼新田東村前618番地他に所在する観音寺迫跡の発掘調査報告

てある。

2. 調査は、中之島町県営広域営農団地農道整備事業及び県営湛水防除事業に伴う事前調査として実施し

3. 調査は中之島町教育委員会が行うものて,.、現地て｀の調査は山武考古学研究所員の近江屋成陽が教育委員

会に出向し調査を担当した。

4. 調査期間は平成 6年 7月15日から同年10月7Bまて実施した。

5. 調査面積は2,248m'てある。

6. 本書の編集は近江屋が担当し、整理作業には伊藤順子、坂本秀美、本田利子、三浦京子の協力を得た。

7. 執筆分担は以下の通りてある。

第 1章 渡辺一司（中之島町教育委員会）

第2章～第 6章

第 7章第 1節

第 2節

近江屋成賜

パリノ・サーヴェイ（株）

寒川旭（通商産業省工業技術院地質調査所）

8. 迫物の一部須恵器大甕 1点の復元及び金属製品の修復は（株）武蔵野文化財修復研究所、炭化米の同定

はパリノ ・サーヴェイ（株）に委託した。

9. 出土追物、調査記録類は中之島町教育委員会が一括保管している。

10. 発掘調査から本書の作成に至るまて以下の諸氏、諸機関に御教示 ・御協力をいただいた。厚く御礼を申

し上げる次第て＂ある 。 （順不同）

安藤正美 ・ 伊藤秀和 ・ 大橋信彦 ・ 小野塚徹夫 • 金子正典 ・木村康裕 ・ 寒川旭 ・ 塩路真澄 • 田村浩司 ・高

橋保・戸根与八郎・松田政基・新潟県教育庁文化行政課・加茂市教育委員会 ・栄町教育委員会 ・三条市

教育委員会 ・中之島町住民福祉課・見附市教育委員会・ （株）旭工務店測羅設計事務所 ・ （株）遠藤建

設・ （株）五十嵐重機 ・サープラ ックス ・ （株）テ ック新東 ・ （株）武蔵野文化財修復研究所・パリノ ・

サーヴェイ （株） • 前橋文化財研究所

11. 発掘調査の参加者は以下の通りてある。

上野幸江 ・ 内山憲 • 江日竹男 ・小黒長司 ・小坂井喜代ー ・小菅智広 ・ 小林一次郎 ・小林良市 ・ 近藤仁志 ・

笹岡信夫・佐藤由• 関「l浩司 ・高山恒弘・内藤茂 ・中村巌・中村用ニ・韮沢銀ー・韮沢フミ・韮沢正博 ・

野ヒ奥治 • 長谷川伝衛 ・林洋一 • 原多喜二 • 原田正三 • 発地男 ・ 堀猛 • 本闇俊次 • 本間清• 本間啓 • 本

間ミイ•本間用ー ・ 皆川キシ・村越保 ・山崎孝平• 吉田寅ー ・渡辺正司



凡 例

1. 挿凶中の北は座標北てある。

2. 本書に使用した地形図は以下の通りてある。

第1図 国土地理院5万分の 1『三条』 第2図 遺跡周辺地形図 2千5百分の 1『中之島町』

3. 本追跡の略称は94N. KNてある。

4. 遺構の記載は以下の通りてある。

・遺構番号は混乱を避けるため現地調査時の番号をそのまま用いた。 したがって、調査時に遺構てはな

いと判明したものは欠番とした。

欠番 9・16・18-21・24・25・29-33号土坑

・遺構の深さは残存深度て｀ある。

5. 挿図の縮尺は以下の通りてある。

土坑 1/60 溝 1/400 全体図 1/600 土器・石器・木製品 1/ 4 金属製品 1/ 1 

6. 追物のネーミ ング記号は以下の通りてある。

土坑＝土 溝＝ミ 包含層＝包 表採遺物＝遺跡名のみ

グリット =G

例 1号土坑No.l出土遺物 94NKN-l土ー 1

7. 土器実測図の断面は須恵器は黒塗り、その他は白ぬきとした。

8. 遺物の重さは基本的にバネ秤りて‘‘計測し、 100g以下のものは上皿天秤て‘‘計測した。

9. 挿図に使用したインレタ・スクリーントーンは以下の通りてある。

● 土器 ▲ 石製品 □ 金属製品 △ 木製品

冒冒地山 ［ロロ］噴砂跡 木材の範囲
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フリガナ フリガナ コード

北緯 束経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市目丁中寸 遺跡番号 m' 

カ親ンI音ン寺グ遺イセ跡• 新ニイfl>潟県ケン南ミナ蒲ミカン原バ郡ラグン,,1＋・,カ之ノシ島ママ町チオ大オ 153648 37゚34'04"7 138゚51'42"66 19940715 2,248 県堂広域営農団

ア字ザ上カミヌ沼マ新シンデ田ンヒ束ガシム村うマ前エi618バ番ン地チ 地煤道整備事業及

益
19941007 びJ.¥l営湛水防除事

業に伴う事前調査

所収迫跡名 種別 主な時代 主な迫構 主な迫物 特記事項

観音寺迫跡 集落跡 平安・中世 上坑 29碁 土師器坪・甕、須恵器甕・坪． 俗説に寺院跡とされていた所てある。

溝 12粂 有台坪 ．蓋・長頸瓶 ・転J廿硯、 調杏の結果、迫構は土坑と溝が主体的てあり、

珠洲焼摺鉢 ．壺、龍泉窯系け 寺院跡に関わる追構は今回確認されなかった。土

磁、銅製帯金具（丸靭）、占銭 坑のなかには片戸跡と考えられるものよりまと

(t芯,ki血賓）、 櫛• 宮・曲げ まって箸状木製品が、迫物包含附より多址に須忠

物、軽石製勾玉、砥石 ・炭化 器甕の破片が出土している。

米。 時期は9世紀代の所産てある。中ても銅製帯金

具（丸屈り ・炭化米の出上は遺跡の性格を知る上て

巫要なものてある。

地誕による哨砂跡が確認され地設考古学の好沢

料となっている。
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第 1図 観音寺遺跡と周辺の遺跡



第 1章調査に至る経緯

観音寺遺跡は、中之島町大字上沼新田集落より東南約200メートル、中之島町の中央部を流れる排水幹線

「中之島川」左岸沿いに位置し、 「中之島村史」によると昭和初年に水路工事を行った際に遺物が出土した

という記述がある。

その後昭和47年に遺跡分布調査が行なわれ新潟県教育委員会が作成している遺跡分布地図における遺物包

蔵地として登録された。現地は昭和20年後半に土地改良事業が実施され水田として利用されている。

このたび同遺跡が県営広域営農団地農道整備事業南蒲原南部地区と県営湛水防除事業中之島地区法線内に

あたることから県教育庁文化課の指導を仰ぎ、平成 6年 1月11日、同年2月24、25日の 3日間にわたり、県

教育庁文化行政課の木村文化財専門員、小野塚文化財専門員、塩路文化財専門員による遺跡確認のための発

掘調査を実施した。

確認調査の結果、多数の平安時代の土器が出土したため町教育委員会は県教育庁文化行政課と遺跡の取扱

について協議し、遺跡の一部の本調査を行なうこととなった。

調査は中之島町教育委員会が主体となり、県教育庁文化行政課の指導のもとに県農地部農地整備課及び三

条農地事務所の全面的な援助協力により県営広域営農団地農道整備事業及び県営湛水防除事業として平成 6

年7月より発掘調査を実施することとなった。

発掘作業は発掘担当者に千葉県成田市山武考古学研究所より近江屋成隔調査研究員を招へいし、中之島町

老人クラプ連合会の協力を得て進められることとなった。

第 2章遺跡の位置と環境

観音寺遺跡(1)の所在する中之島町は北緯37度30分から同34分、東経138度49分から同54分の間て南北に

長い長方形に広がり、南蒲原郡の南西部にあたる。東側は刈谷田川、西側を信濃川に挟まれる三角州状の沖

積地となっており有数の穀倉地帯として全国にその名を馳せている。

標高は南部の最高位て15.lm、北の最低位て'9.lmと、町全体ははぱ平坦てある。追跡はこの町のはぱ中

央部、上沼新田に位置している。

昭和元年に調査区外東側に流れる用水路工事の時に桶を出土したと伝えられる地点て、一説に寺院跡とい

われている。追跡の周辺ては古墳時代から遺跡の分布が見 られる。 しかし、確認されている資料の大部分が

表面採集てあり、発掘例としては本遺跡南約2.5kmの杉之森迫跡 1例のみてある。以下時代別に概観する。

古墳時代

本遺跡の南約2.5kmに位閥する杉之森から高畑にかけては、標高15.5m前後の帯状の微高地を形成し、周

囲の低地との比高は50cm-1 m前後を計る。この付近一帯(6・7)には、広く土師器が散布し、一連の遺跡て｀

あると考えられている。杉之森遺跡(8)ては昭和50年に北陸自動車道建設に先行して、新潟県教育委員会が

遺跡の一部の発掘調査を行なっている。発見された遺構は中世所産のものてあり、古墳時代の遺物は遺構外

からの検出てあった。出土迫物は古墳時代前期に比定されるものてあった。高畑遺跡(7)ては古墳時代中期

の土師器片が採集されている。また、町の南部大口地内(11)の微高地上ては古墳時代後期の土師器甕の破片

が採集されている。
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奈良 • 平安時代

大口地内(11)の微高地上てはロクロ土師器の長胴甕の破片、須恵器甕の破片が採取されている。また、町

の南端部池之島地内(13)の微高地上ては平安前期頃に位置づけられる須恵器坪 ・甕の破片が採取されてい

る。

杉之森迫跡(8)て｀中世の陶質土器を伴う土坑、溝が検出されている。その他、本遺跡南西約500mの横野地

内(2)は昭和33年頃に鉱滓が出土したといわれ、城跡だという説もある。以上中之島町は発掘調査例が少な

いのと、町内の約64.3%の26.87km'が水田て、表面採取が不可能な土地柄てある。 したがって、埋蔵文化財

については現在のところ不明な点が多い。今後の発掘調査及びその成果が待たれると ころて あ`る 。

第 1表周辺の遺跡

1 観音寺遺跡 平安～室町時代に亘る須恵器 ・土師器が多 2 カジャシキ 昭和33年鉱宰の出土。地俗説に城跡。

数 ・銅製丸納出土。俗説（こ寺院踪

3 野 ロ 古銭の出土地 4 古 宮 鞍掛神社の旧地か。陶質土器出土。

5 宮内館跡 館蹄 6 横山遺跡 陶質土器出土。

7 窃畑遺跡 古墳時代前期の高坪・甕出土。 8 杉之森遺跡 北陸月影式並行期 ・古墳前期甕出土。

， 藤十郎散布地 土師器散布地。 10 居掛包蔵地 土師器・須忠器散布地。

11 大口遺跡 古墳時代の甕、平安時代の土師器甕・須恵器 12 坪根散布地 土師器 ・須恵器散布地。

甕出土

13 池乃島遺跡 平安時代前期の須恵器坪 ．甕出土。

参考文献 「中之島村誌」上巻 昭和63年 3月

第 3章 調査の方法と経過

第 1節 試掘調査の概要

1 • 調査期間

平成 6年 1月11日 (1次）

平成 6年 2月24日-25日 (2次）

2 • 調査主体

中之島町教育委員会教育長 古塩正

事務局 中之島町教育委員会生涯学習推進課 渡辺ー司

3 • 調査体制

1次調査

調査担当木村康裕

調査員 小野塚徹夫

2次調査

調査担当 小野塚徹夫

調査員 塩路真澄

4 • 開発対象面積

1 6 5, 4 5 6 m' 

5 • 試掘調査面積

7 6 m'(1次）

（新潟県教育庁文化行政課文化財専門員）

（新潟県教育庁文化行政課文化財専門員）

（新潟県教育庁文化行政課文化財専門員）

（新潟県教育庁文化行政課文化財専門員）
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9 6面 (2次）

6 • 調査方法

調査対象地区内にトレンチを任意に設定し、バックホー及び人力による掘削 ・精査を行ない、遺構、遺

物の有無を確認した。

7 • トレンチの規模

1 -6・8 -12トレンチ (2X 3 m) 

7トレンチ (2X 5 m) 

8 • 調査の結果

土地所有者の承諾の関係て2回に分けて試掘調査を実施した。調査の結果は以下の通りてある。

1次調査

遺構 1・5・7・8トレンチより溝が確認された。

遺物 1トレンチ・・・土師器片55点・須恵器片 3点（遺構中）

2トレンチ・ ・・ 土師器片 l点

3トレンチ・ ・・ 土師器片 3点 ・須恵器片 4点

4トレンチ ・・・ 土師器片 1点

5トレンチ ・・・ 土師器片 1点

7トレンチ ・・・ 土師器片 1点 ・骨片 1点（遺構中）

8トレンチ ・・・ 土師器片 1点

10トレンチ ・・・ 土師器片 1点

12トレンチ・・・土師器片 1点

2次調査

遺構

1トレンチて南面の土層に溝ら しき落ち込みが検出されるが、遺構中から遺物は発見されていない。 2ト

レンチては浅い落ち込みの一部が発見されている。覆土はIII層てあり、遺物は発見されていない。 5トレン

チては地震によるよるものと思われる噴砂の跡が溝状にみられた。また、同一の確認面上て、噴砂の西側の

黒灰色粘質土の中からまとまって遺物が出土している。遺構の形状は不明確てある。 6トレンチの西側には

追構確認面上に焼骨、炭化物が入った土坑が発見されている。骨片、炭化物が直径40cmのほぱ円形に集中

し、その周辺に、赤褐色の炭化物を含む土がわずかに広がっていた。 8トレンチては南北方向に延びる溝が

検出されている。幅60cm、深さ35cm、覆土は灰褐色シルト層て、溝中から遺物は発見されていない。 9トレ

ンチては暗渠排水に切られている溝（灰褐色粘土の覆土）がわずかにあらわれている。しかし迫物の出土も

なく詳細は不明てある。

遺物

5トレンチて須恵器片42・土師器片36、6トレンチて須恵器片69・土師器片30、8トレンチて‘須恵器片

5 • 土師器片 2がそれぞれ出土している。
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こ ……調査トレンチ
〔……遺物出土トレンチ
~ …••遺構出土トレンチ
一……遺構出土トレンチ

日1
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Tl 
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日 ~ ＇ 
I 

＇ ----... ..... 
日 ~ I D 

＇ 

第2図 確認調査トレンチ設定図 (1 : 500) 

9 • まとめ

.,_@ 

I D D 
.. ...... -・・・-・・・ ・------------------

； 

＇ ＇ ＇ 

II 
観音寺遺跡は「新潟県埋蔵文化財包蔵地カード」ては、 室町時代の遺跡とされている。現状は一面平らな

水田てあるが、遺跡の立地としては、 信濃川・刈谷田川に挟まれた微高地になるものと思われる。

1次調査ては、性格は不明てあるが、 4つの試掘坑から溝が検出された。出土迫物より、古代のものと思

われる。また、追物も 9つの試掘坑から、土師器片、須恵器片が出土している。いずれも、暗灰色粘土 (III

層） ・遺構覆土から出土しているものてある。暗灰色粘土層が包含層に当たるものと思われる。 「新潟県埋

蔵文化財包蔵地カード」ては、過去に中世陶質土器が出土しているが、今回の出土品は、古代の土器に限ら

れた。今回の調査結果から、 当遺跡については、時代は古代に遡り、北西方面に広がるものと思われる。

2次調査ては 1・2・9トレンチては遺物も出土せず、遺構の性格については不明てある。 しかし 5・6・

8トレンチて発見された迫物はいずれも III層の黒灰色粘質土 (1次調査ては暗灰色粘質土となっている。）

からの出土てある。所々過去に行われた土地改良事業の削平 ・客土が見られるが、 6トレンチの墓猥と思わ

れる追構、及び 5・8トレンチの迫物が出土したレベルまては撹乱されていないと思われる。

遺構は明確なものがなかったものの、追物は部分的に集中して発見てきる。よって、 1次調査、 2次調査

の試掘の結果を合わせて、 トレンチ設定図に示した範囲（約2,300m') において本調査が必要てあると考え

られる。

（観音寺遺跡確認調査報告書より）
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第 2節本調査

第 1項 調査の方法

試掘調査に基づき 、本調査区を設定し耕作土下の灰褐色粘土層及び、遺物包含層の存在する北端部と南端

部については、黒灰色粘土層まて表土排土を行なった。その後、低湿地帯ての調査の為、雨水対策の一環と

して、調査区内の周囲に暗渠排水設置工事を行なった。平行して方眼グリ ッド法を用い、調査区内に国家座

標第IX系に従い10mの方眼を被せた。グリッドはX軸がアラビア数字、 Y軸がアルファベットをあてて、方

眼の交点にグリ ッド杭を設定した。基点は北西隅とし、 A-1グリ ッドと呼称し、順次番号を付した。

土坑 ・小ピットは半載し、溝はベルトを残しそれぞれ覆土の観察を行なった後に、掘り下げを行なった。

遺物包含層はグリ ッド：：：：：'とにベルトを残し、堆積状態を観察しながら掘り下げを行なった。

実測は公共水準、公共座標を基準に行ない、土層断面図を20分の 1の縮尺、平面図は土坑・小ヒ°ット ・包

含層遺物分布を20分の 1の縮尺、溝は40分の 1の縮尺、全測図を200分の 1の縮尺て作製した。

写真撮影は白黒35mm、カラースライド35mm、カラーネガテイプ35mm、白黒プロ ーニー6X 7を使用し、調

査の状況に応じて撮影を実施した。

第 2項調査の経過

7月期

中 旬 15日 プレハプの設置を行なう 。18日 残土運搬の為、搬出路の鉄板敷き設置作業を行なう 。

19日 表土排土作業を開始する。20日 発掘機材の搬入。

下旬 26日 表土排土終了。27日 雨水対策て調査区内の周囲に暗渠の新設工事を行う 。

30日 暗渠工事を終了する。

8月期

上旬 1日 作業員を導入し、遺構確認作業を開始する。 (-4日） 2日 方眼杭打ち、 BMの設定

を行う 。併行して暗渠新設工事及び、実浪1]を行う 。 5日 溝の掘り下げを開始する。

中 旬盆休み (10日-16日）。 17日 溝・土坑の掘り下げ。併行して写真撮影を行う 。

下旬 20日 溝 ・土坑 ・小ピ ットの掘り下げ、写真撮影、実測を行う 。22日 本日より遺物包含層の掘

り下げを開始する。

9月期

上旬

中旬

11・12・13号土坑は調査の結果、井戸てある可能性が強いことが判明した。11・13号より木

製の箸、井戸枠に使われたと考えられる板材、須恵器甕の破片が出土する。また、 12号よ

り帯金具 （銅製の丸納）が 1点出土した。

遺構の掘り下げをほぱ終了する。35・37号土坑より炭化米が出土する。併行して遺物包含

層の掘り下げ、写真撮影、 実測を行なう 。

下旬 台風の影響の為、降雨が続く 。30日 午後より 一般を対象に現地説明会を行う 。

10月期

上 旬 1日 遺物包含層遺物分布実測、全体測量開始する。併行 して遺構内の雨水の汲み出し作業を行

なう 。 3日 空撮の為清掃を行い併行して全体測量を行なう 。 4日 空撮を行なう 。空撮

後、 35号土坑の写真撮影を行なう 。13号土坑の調査を再開する。併行して写真撮影、実測
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を行なう 。地震研究家 ・寒川旭氏来跡。

6日 溝平面図、迫物包含層土層断面の実測を、写真撮影、セクションベルトの除去作業を行な

う。出土迫物の搬出準備を行なう 。

7日 地元小学生120名を対象に現地説明会を行なう 。土坑平面図 ・追物包含層土層断面 ・基本土

層の実測、写真撮影を行なう 。終了全景写真撮影を行なう 。

出土迫物 • 発掘器材の搬出をもって、すべて現地調査の工程を終了する 。

第 3節整理調査

整理調査は、平成 6年11月より平成 7年 2月末日まての間、実働2カ月て実施した。

出土迫物はすべて洗浄を行なった。注記は注記可能な大きさのものはすべて実施した。また、注記不可能

な細片については遺物収納袋に記載した。

迫物の復元は可能な限り行い、必要に応じて樹脂を用いた。さらに大甕 l点は（株）武蔵野文化財修復研

究所に委託し復元を行なった。また、銅製の帯金具（丸納）の保存処理についても（株）武蔵野文化財修復

研究所に委託した。土坑内より検出された炭化米の同定についてはバリノ ・サーヴェイ （株）に委託した。

遺物の実測及び写真撮影は報告書に使用するもののみについて行なった。遺物の実測は原寸て行い、須恵

器の破片は拓本を用いた。追物の版組は 1/ 4を原則とし、必要に応じて 1/ 1とした。

遺構図面は平面固と土層断面図及び断面図の修正を行ない、 トレースを行なった。

追物 ・写真 ・図面 ・日誌類の資料は各々、台帳を作成した。

整理調査の経過内容は以下の通りてある。

平成 6年11月

上旬

中旬

下旬

平成 7年 2月

上旬

中旬

下旬

遺物水洗い及び遺構図面修正

迫物注記接合・復元

報告書掲載用遺物の選別及び未使用分の破片点数調査。併行して迫物実測。原稿執筆。

迫物実測。イ井行して終了したものより見直し、 トレース・拓本。迫構トレース。遺構写真

図版の版組。追物写真撮影。原稿執筆。

迫構図面 ・迫物図面の版組。原稿執箪。

見直し 入稿。残務整理。
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第4章基本層序

調査区や周辺の現況は水田て‘‘ある。昭和27年の耕地整理により水田化され旧地形が削平を受けている。調

査区内の巷本層序は地山まて'5層に分層される。 1層は褐色土層て耕作土てある。 II層は褐色砂層て‘客土て‘

ある。III層は灰白色粘土層て‘鉄分により全体に赤味を帯びる。IV層は暗灰色粘土層て‘‘土師器 ・須恵器の破片

を含む、所謂遺物包含層てある。上層の耕作土により削平を受ける部分も観察される。調査区の北側 と南側

の端部に検出された。本層て＇、遺構確認を行ない、調査の後、 地山 まては慎重に掘り下げを進めた。 V層は灰

白色粘土層の地山てある。包含層が確認されなかった中央部の遺構確認は本層上面て行なった。

なお、調査区の数か所に地震による噴砂の跡が土層に認められ、噴砂の跡はIll層に切られIV層、 V層を

切っている様子が観察される。

L=10.40m 

II 

Ill 

ii' 

第 5図基本土層図

第 5章検出された遺構と遺物

第 1節遺構

I層褐色土層 ：耕作土

II層褐色砂層 ：客土

III層灰白色粘土層

IV層 暗灰色粘土層 ：包含層

v層 灰白色粘土層 ：地山

本追跡は、広義的には信濃川の沖租地上に、狭義的には苅谷田川沿いに形成された微高地（自然堤防）上

に立地するものと思われる。周辺は標高nmを測る低地てある。

調査ては古代から中世に亘る追構 ・迫物が検出された。追構は土坑 ・小ピット ・溝が検出された。土坑は

調査区の中央部に集中して検出する傾向を示し、小ピットは調査区中央部に散在して検出され、掘立柱建物

跡のように規則的に並ぶものはみられなかった。溝は調査区の東西を貫流するものと、北西から南東方向へ

走向するもの、調査区の北西端に 2条が並行して走向するものの 3群に分かれる傾向を示した。追物は遺構
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第 6 図土坑 (1~4• s~a -10-11号土坑）
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第 1図 土坑 (12~15•17•22·23•26•28•35~38号土坑）
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内と調査区北部と南部の傾斜地に堆積する黒色粘土層より検出された。遺構は伴う迫物の出土がみられるも

のが少なく、時代別に判別することが困難なため、現地て‘`付した遺構番号順に掲載した。なお、調査の結

果、 9・16・18-21・24・25・29・30-32号土坑と付したものは退構てなかったため欠番とした。

第 1項土坑

1号土坑

位置 D-9グリッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端 ：長軸4.16mX短軸2.22m、下

端：長軸3.78m X短軸1.99m、深さ0.16m。／覆土の状況 自然堆積て‘‘黒色粘質土の単層てある。 ／遺物

出土していない。

2号土坑

位置 D-7グリッド／形態 平面楕円形断面皿形 ／規模 上端 ：長軸2.30mX短軸1.29m、下

端：長軸1.89m X短軸0.96m、深さ0.15m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土と黒灰色粘質土のあわせ

て2層に分層される。 地震による噴砂跡に切られる。

3号土坑

位置 D-7グリッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端：長軸l.Q3mX短軸0.67m、下

端：長軸0.84m X短軸0.59m、深さ0.13m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。／遺物

須恵器甕が覆土中より潰れた状態て出土した。

4号土坑

位置 D-7グリッド／形態 平面楕円形断面 JJI1形／規模 上端：長軸0.76mx短軸0.63m、下

端：長軸0.57m X短軸0.15m、深さ0.13m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。／遺物

出土していない。

6号土坑

位置 D-6 • 7 グリッド／形態 平面隅丸長方形断面鍋底形／復元規模 上端 ： 長軸2.23m X短

軸2.16m、下端：長軸2.02mX短軸1.95m、深さ0.23m。／覆土の状況 自然堆栢て黒色粘質土 ・黒灰色粘

質土の合わせて 2層に分層される。地震による唄砂跡に切られる。 ／遺物 出土していない。

7号土坑

位置 D-6グリッド／形態 平面隅丸長方形断面鍋底形／規模 上端：長軸1.62mX短軸1.14

m、下端：長軸1.28m X短軸0.85m、深さ0.27m。／覆土の状況 自然堆積て黒`色粘質土の単層てある。 ／

遺物 出土していない。

8号土坑

位置 C-6グリッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端：長軸1.71111X短軸0.93111、下端

長軸1.52111 X短軸0.65111、深さ0.19m。／覆土の状況 自然堆梢て‘黒色粘質土の単層てある。／遺物 出土
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していない。

10号土坑

位置 C-5グリ ッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端：長軸l.77mx短軸1.42m、下

端：長軸1.55mX短軸1.17m、深さ0.25m。／覆土の状況 自然堆積て｀黒色粘質土の単層てある。／遺物

出土していない。

11号土坑

位置 D-5 • 6 グリッド／形態 平面楕円形断面鍋底形／規模 上端 ： 長軸1.nmx短軸1.52

m 下端 ：長軸1.22mX短軸0.65m、深さ0.70m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。／

遺物 箸が4点出土している。

12号土坑

位置 C-6グリッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端 ：長軸 1.52m X短軸1.47m、下

端 ：長軸1.23m X短軸1.65m、深さ0.79m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。 ／遺物

銅製丸納 ・珠i州焼摺鉢．壺が出土している。

13号土坑

位置 C-5グリ ッド／形態 平面楕円形断面逆台形／規模 上端：長軸2.21mX短軸2.13m、下

端：長軸1.68m X短軸1.61m、深さ0.83m。／覆土の状況 自然堆積てある。黒色粘質土を基調に 4層に分

層される。／遺物 毅土中より須恵器甕の破片、両口箸 ・櫛・曲げ物 ・不明板材が出土している。／調査所

見 底面より水が湧き、形態から井戸の可能性が考えられる。

14号土坑

位置 C-5グリッド／形態 平面楕円形、断面 Jll1形／規模 上端：長軸0.93mx短軸0.70m、下

端：長軸0.63mX短軸0.40m 深さ0.42m。／覆土の状況 自然堆積てある。黒色粘質土の単層てある。／

遺物 出土していない。

15号土坑

位置 D-6グリッド／形態 平面楕円形、断而皿形／規模 上端：長軸0.58mX短軸0.42m、下

端： 長軸0.44illX短軸0.34m 深さ0.25m。／覆土の状況 自然堆積て‘‘黒色粘質土の単層てある。／遺物

出土していない。

17号土坑

位置 B-5グリ ッド／形態 楕円形断面皿形／規模 上端：長軸0.7Qmx短軸0.62m、下端：長軸

0.51m X短軸0.37m、深さ0.37m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。／遺物 出土して

し、なし 'o
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22号土坑

位置 B-5グリッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端：長軸0.92mX短軸0.64m、下

端：長軸0.68mX短軸0.35m 深さ0.41m。／覆土の状況 自然堆積て‘‘黒色粘質土の単層てある。／遺物

出土していない。

23号土坑

位置 B-5グリッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端 ：長軸0.84m X短軸0.76m、下

端：長軸0.58mX短軸0.49m。深さ0.38m。／覆土の状況 自然堆積て｀黒色粘質土の単層てある。/ii物

出土 していない。

26号土坑

位置 C-5グリッド／形態 平面楕円形断面鍋底形／規模 上端 ：長軸0.95IDX短軸0.79m、下

端：長軸0.78m X短軸0.56m、深さ0.55m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層て‘‘ある。／遺物

出土していない。

27号土坑

位置 D-6グリッド／形態 平面楕円形断面鍋底形／規模 上端：長軸l.62X短軸1.14m、下

端：長軸1.28mX短軸0.88m 深さ0.27m。／覆土の状況 自然堆積て‘‘黒色粘質土の単層てある。／遺物

出土していない。

28号土坑

位置 B-5グリ ッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端：長軸2.Q7mX短軸1.85m、下

端：長軸1.62mX短軸1.35m 深さ0.47m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質上の単層てある。／遺物

曲げ物・ 軽石が出土している。

35号土坑

位置 C-2•3 グリッド／形態 平面楕円形断面皿形／規模 上端 ： 長軸3.08mX短軸1.95m、

下端：長軸2.93mx短軸1.87m 深さO.lOm。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。／遺物

土師器坪 ・小型甕 ・須恵器杯 ・長頚瓶 ・甕 ．蓋（転用硯）炭化米が出土している。

36号土坑

位置 B-2グリッド／形態 平面楕円形断面鍋底形／規模 上端：長軸0.66mx短軸0.55m、下

端：長軸0.57mX短軸0.48m、深さ0.19m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質上の単層て｀ある。投土下層

に炭化米を含む。

37号土坑

位置 B-2グリッド／形態 平面楕円形断面鍋底形／規模 上端：長軸1.54m X短軸1.34m、下

端：長軸l.4lmx短軸1.22m、深さ0.18m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層て｀ある。／遺物
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裂土下層に炭化米を含む。

38号土坑

位置 A • B-5 グリッド／形態 平面楕円形断面鍋底形／規模 上端 ： 長軸1.59m+ax短軸

1. 54m、下端：長軸l.53m+ax短軸1.64m、深さ0.13m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層て‘

ある。／遺物 出土していない。

第 2項小ピット

小ピットはD5-D6グリット、 C5-6グリッド間に集中して検出された。合計11基検出されたが、規

模 ・方向 ・ヒ°ット間などから建物として成立するものはみられなかった。

第 2表小ピット一覧 (m) 

番号 位置 径（長軸x短軸） 深さ 平面 断面 備 考

1 C-SG 0 25 X O .18 0.20 楕円形 鍋底形 裂土：黒色粘質土

2 C-5G 0 25 X 0.23 0.18 楕円形 逆台形 没土：黒色粘質上

3 C-5・6G 0.48 X 0.32 0 20 楕円形 逆台形 投土：黒色粘代上

4 C-6G 0. 40 X O 32 0 25 円形 逆台形 骰土：黒色粘質上

5 C-SG 0.44 X 0.31 0 12 円形 逆台形 狡土：黒色粘質土

6 C-SG Q 3] X O 24 0 16 円形 逆台形 狡土：烈色粘質土

7 C-6G 0 23 X O .19 0.25 楕円形 逆台形 榎土 ’烈色粘質上

8 C-5G 0 40 X O 32 0.31 椿円形 逆台形 裂土：照色粘質上

， C-5G 0 40 X O 32 0 43 楕円形 逆台形 11号上坑を切る。裂土 黒色粘質上

10 A・B-SG 0 43 X O 32 0 31 楕円形 鍋底形 裂土：黒色粘質土

11 D-4G 0 42 X O. 32 0 25 楕円形 逆台形 裂土：患色枯質土

第 3項溝

溝は水が流れた痕跡が認められ、排水路として使用されたことが推定される。また、 2条平行して走行す

る5号溝A・Bは裂土の状況や形態の似ているところから同時期の存在が考えられる。 2・3・4・ 10号溝

について同走行てあり、覆土（黒色粘質土）も同じ事から性格的にも関連するて‘あろう事が窺われるが、調

査区が東西に狭いため明確てない。性格についても確定て｀きるだけの資料を得ていない。

1号溝

位置 D-9・10グリッド／方向 南北方向、南は調査区外へ延びる。／規模 長さ7.89m+am、幅

l .18m-l. 48m、深さ0.16-0.35m。／覆土の状況 自然堆積て黒`色粘質土の単層てある。／遺物 出士し

ていない。

2号溝

位置 B · C • D-8 グリッド／方向 東西方向、東西両端は共に調査区外へ延びる。 ／規模 長さ26.90

m+am、幅l.80rn-3.30m、深さ0.16-0.Zlm。／覆土の状況 自然堆稜て｀黒色粘質土の単層てある。 ／

遺物 覆土中より流れ込んだ状態て軽石製の勾玉が 1点出土している。

3号溝

位置 B・C・D-4グリッド／方向 束西方向。東西両端は共に調査区外へ延びる。 ／規模 長さ26.40
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m+am、幅2.30m-2.som、深さ0.16-0.Zlm。／覆土の状況 自然堆積て‘‘黒色粘質土の単層て‘‘ある。 ／

遺物 出土していない。

4号溝

位置 B·C•D-3 グリ ッド／方向 東西方向。東西両端は共に調査区外へ延びる。／規模 長さ25.3

m+am、幅l.18m-l. 48m、深さ0.16-0.3Qm。／覆土の状況 自然堆積て‘‘黒色粘質土の単層てある。／

遺物 珠汁i'I焼播鉢が出土している。

5号溝A

位置 A-1-4グリッド／方向 北東から南西方向。5号溝Bと平行。調査区外へ延びる。／規模 長

さ23.60m+am、幅0.70m-1.2om、深さ0.09-0.lOm。北束から南西へやや傾斜する。／覆土の状況

自然堆積て｀酸化鉄を多く含む灰色粘質土の単層てある。 4号溝、地震による噴砂跡に切られる。／遺物 覆

土中 ・底面より須恵器甕、壷の破片が出土した。

5号溝B

位置 A-4グリッド／方向 北東から南西方向。 5号溝Aと平行。調査区外へ延びる。／規模 長さ

33.lOm+am、幅0.70m-1.2om、深さ0.09-0.lOm。 北東から南西へやや傾斜する。 4号溝、地震に

よる噴砂跡に切られる。／遺物 出上していない。 5号溝AとBは覆土の状況が類似する。

6号溝

位置 D-5-8グリッド／方向 調査区の北東から南東方向。調査区外へ延びる。／規模 長さ24m+

am、輻l.18m-l.48m、深さ0.16-0.Zlm。 北から南方向へ傾斜する。／覆土の状況 自然堆積て‘` 黒色

粘質土の単層て‘` ある。／遺物 木片が出土しているが図示不可能てある。

7号溝

位置 B-6グリッド／方向 南北方向。／規模 長さ5.14m、幅l.72m-l.9Qm、深さ0.23-0 .36 

m。／覆土の状況 自然堆積て‘‘黒色粘質土の単層てある。 ／遺物 出土していない。

8号溝

位置 B-6グリッド／方向 東西方向。東西共に調査区外へ延びる。／規模 長さ4.73m+am、幅

1.60m-1.95m、深さ0.16-0. 21m。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。 ／遺物珠洲・I焼

襦鉢 ．壷が出土している。

9号溝

位置 C・Dグリッド／方向北西から南東方向。／規模 長さ10.30m+am、輻0.7Qm、深さ

0.15-0.22m。北東から南西へやや傾斜する。／覆土の状況 自然堆積て｀酸化鉄を多く含む灰色粘質土の単

層てある。／遺物 出土していない。
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10号溝

位置 A-1-4グリッド／方向 北東から南西方向。5号溝Aと平行。調査区外へ延びる。／規模 長

さ33.lOm+am、幅0.52m-Q.72m、深さ0.09-0. lQm。 ／新旧関係 4号溝、地震による噴砂跡に切

られる。／遺物 裂土中より須恵器甕の細片が出土している。

11号溝

位置 B-8・9、C-9グリッド／方向 調査区の南東から北西方向。 ／規模 長さll.90m+am、幅

0. ?Om、深さ0.17-0.ZQm。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質土の単層てある。／遺物 出土していな

し、

゜

12号溝

位置 D-7 -10グリッド／方向 調査区の北束から南東方向。調査区外へ延びる。／規模 長さ1om+

am、幅l.18m-l.48m、深さ0.16-0.Zlm。／覆土の状況 自然堆積て黒色粘質上の単層てある。 ／遺物

出土していない。

第 2節遺物

遺物は土器が土師器坪 ・小型甕、須恵器坪 ・有台坪・蓋・長頸瓶 ・横瓶・ 三耳壺．甕、青磁鏑蓮弁文碗、

珠洲焼摺鉢・壺、銅製品は丸納、鉄製品は楔形鉄製品、石製品は軽石製勾玉、木製品は箸 ・櫛・箱物部材 ・

曲げ物、また炭化米が出土している。

土器

土師器坪(29・30・42)ともにロクロ土師器て｀底部を回転糸切りとする。42は内面を黒色処理される。土師器

小型甕は(31・52)ロクロ土師器て‘｀口縁部の端部をつまみ上げられる。須恵器坪(32-36・53-60・73)は底部回

転ヘラ切り調整のみ見られる。規模は口径11.60 -13. 60cm、底径6.80-8.70cm、器高2. 60-3. 70cmのものが

多いが、 36のように容量の深いもの（口径14.00、器高(5.10)) もある 。73は畢書土器てあるが釈文は不明

てある。須恵器有台坪(1・61-64)は全貌を知り得る資料はない。底径6. 60 -8. 00cmのものが多い。須恵器蓋

は(43・65-69)69を除いて摘みはリング状（環状）てある。規模は口径14.40-14. 80cm、器高3.00-3.lOcm

にまとまり口縁部端部を丸く屈折する。69は坪蓋てはなく壷蓋て｀、ある。また、43・67は転用硯てある。須恵

器長頸瓶(39・46・47)は口縁端部を上 ・横に摘み出し、胴部下位ががりのないのを特長とする。須恵器横瓶

(74)は1点出土している。口縁端部を上・横に摘み出している。須恵器三耳壺は耳のみの出土てある。中央

に刺突孔を有し外面に刻みを施す。須恵器甕(2-5・14・15・38・40・41・78-92)は今回の調査て最も多く出土し

ている。口緑部は開きが少なく日径28.00-31. 20cmを測り日縁端部は上 ・横に摘み出されるものと大型(91・

92)て‘‘口緑端部は上 Fに摘み出され玉緑状の突帯をつけるものがある。甕の整形は外面が叩き、内面が当て

具を甚本とし、外面にはこれにカキ目を加えるものもある。これらを「叩き：当て具」のパターンに分ける

と以下のようになる。

1類「格子目：同心円」 ・2類「平行 ：平行」.3類「平行：平行→同心円」 .4類「格子目：平行→同

心円」 .5類「平行→カキ目 ：平行」 .6類「平行 ：平行 ・同心円」 .7類「格子目：放射状→平行」の 7
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分類されることがわかる。特に 3・4類のような内面の当て具は胴部の上位、特に肩部の周辺を同心円とし

下位を平行とする使い分けが指摘される。

青磁鍋蓮弁文碗(93)は片切彫りによるものて釉調より龍泉窯系と思われる。珠i州焼摺鉢 (12・45・48・94)

は口縁部は水平な面を作り出され外に摘み出される。珠i州焼壺(13・49-51)は吉岡編年のT型壷てある。珠

t州焼の胎土中には海面状骨針が多量に含まれる。

金属器

帯金具の丸納(11)てある。銅製品て蒲鉾型を呈し長方形の透かしを入れ裏面には帯との接合にリベット状

の突起が 3カ所見える。銭貨(97)は寛永通賓てある。 「永」 の押え（、）が左に寄り、 「賓」の王が右下が

りとなるのを特長とする。鉄製品(96)は楔てあろう 。

石製品

軽石製勾玉(44)は頭が大きく尾は細い。穿孔は両面てある。他に製品てはないが削痕が見られる (28)があ

る。また現増製の泉lj片(95)が表採されている。

木製品

箸(6-9・18・19・26)は杉材て作られた両口となるものて断面 8角形を呈する。櫛(16)は基部が残るのみて‘

歯の部分ははとんどない。木地のままてあり漆はかかっていないようてある。箱物部材(20)は端部に木釘を

打ち込む穴が見える。火を受けており部分的に炭化している。曲げ物(14・15・28)は幅2.4cmの針葉樹板を索

材とし (24)のようにケビキがみられるものもある。
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第17図 グリッド出土遺物 (5)
93-96は1/2
97は1/1

第 6章まとめ

観音寺遺跡は「新潟県埋蔵文化財包蔵地カード」によると 室町時代の遺跡とされている。 また「小字観音

寺」が物語る寺跡としての性格を考え調査に望んだが、 寺院跡として直接証明てきる追構 ・迫物は検出され

ていない。 ここては追構と迫物にわけて説明を加える。

1 • 遺構

土坑

調査の結果、遺構は土坑26基（うち井戸の可能性あるもの 3基）、溝12条、小ピ ット群と迫物包含層が調

査区の南北両端に検出されている。追物は 3・13・35・37号上坑より平安時代の須恵器を主体に、 11・12・

28号土坑 ・4・8号溝より室町時代の珠iJ-1、I焼 ・木器を主体としている。 しかし迫物の出土状態は流れ込みに

よるものてあるため追構年代は明らかて｀ない。唯一35号上坑は土師器坪 ・小型甕、須恵器坪 ・長頸瓶 ・甕な

ど迫構内は遺物が充填されているため一括廃棄と考えられる。

さらに11号・ 12号・ 13号は形態、底面より水が湧き出すことか ら井戸の可能性が考えられ、 11号 ・13号は

箸状木製品が多く出土している。また、 35・37・38号土坑は裂土下層 より底面に亘 り炭化米が多量に検出さ

れている。特筆すべきは12号土坑の銅製の帯金具（丸納）てある。珠洲・I焼と共に出上しているも のの遺構に

帰属すものてはな〈流れ込みによるものと思われ迫跡の性格の一端を窺い知ることがてきる。
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溝

溝は水が流れた痕跡が認められ、用水路か排水路として使用されたことが推定される。また、 2条平行し

て走行する (N-7'-E) 5号溝A・Bは覆土の状況や形態の似ているところから同時期の存在が考えられ

る。 2・3・4・10号溝についても走行はともにN-78"-Eてあり、覆土（黒色粘質土） も同じ事から性格

的にも関連するてあろう事が窺われるが、調査区が東西に狭いため明確てない。

包含層（黒灰色粘土層）

調査区の南北両端には黒灰色粘土層中 (10-18cm) に須恵器が包含されている。特に北側の包含層から多

量に須恵器甕の破片が出土 し、これらは西寄りに集中するようてある。

また、遺構が地震の噴砂跡に切られている事は地震考古学の研究に良好な資料を提示することになった。

2 • 遺物

遺物は土器が土師器坪 ・小型甕、須恵器坪 ・有台坪．蓋 ・長頸瓶・横瓶 ・三耳壺 ・甕、青磁鍋蓮弁文碗、

珠洲焼摺鉢・壺、銅製品は丸納、鉄製品は楔形鉄製品、石製品は軽石製勾玉、木器は箸 ・櫛 ・箱物部材 ・曲

げ物、また炭化米が出土している。

迫物の帰属する年代は大きく平安時代と室町時代に分けられが、ここては平安時代の遺物を中心に述べる

事とする。

この時期の遺物は土師器坪 ・小型甕、須恵器無台杯・有台坪 ．蓋 ・長頸瓶 ・横瓶 ・三耳壺 ・甕・銅製丸納

てある。土器の形態は土師器・須恵器を含めて食膳形態・煮沸形態 ・貯蔵形態すべてに亘って見られるが、

土師器と 須恵器の割合は須恵器が圧倒的てある。また須恵器の煮沸形態（甑 ・鍋 ・長甕）は見られない。

須恵器は大半が胎土に白色の小粒子を含み、無台坪 ・有台坪は厚さ 2-3 mmと薄く開きが強い。底部はす

べて回転ヘラ切りてある。坪蓋の口縁端部は簡略化されているものが多い。甕の口縁端部は上 ・横に摘み出

され、外面の叩き（平行・格子目） と内面の当て具（平行・同心円 ・放射状）など小泊窯製品の特徴とする

ものが多い。叩き ・当て具の組み合わせは 7分類される（第 5章第 2節の遺物）。甕の内面の当て具には胴

部の上位（肩部）が同心円、それ以下は平行と使い分けされているもの (3・4類）が指摘されるが類例に

ついては子安追跡「上新バイパス関係迫跡発掘調査報告 I: 子安遺跡」図版75:94が挙げられる。これらを

ただちに小泊窯産の特徴とするわけてはないが、今後検討を加える素材にはなろう 。

小泊窯産須恵器については、本間嘉晴、坂井秀也によるところが大きい。越後地方南西部における平安時

代の須恵器生産について坂井秀也は「今池遺跡1984VI考察」において rg世紀後半以降のVI・VII期の須恵器
がそれまてのものと異なり、上越だけてなく中越地方にも分布することから頚城地方を単位とした生産と流

通体制が崩壊し、広域の生産体制が成立した。』 ことを示唆している。 しかしこ の時点てはまだ生産地の確

認にはいたっていない。具体的に生産地を指摘したのは番場迫跡てある。 「番場追跡1987VIIまとめ」のなか

て番場遺跡と佐渡小泊窯の製品が胎土 ・色調 ・調整において共通点が多い事を指摘し、仮りにとしながらも

「9世紀後半以降国を越えて流通展開するのてあれば、その歴史的意義は大きい。』 としている。また「山

三賀II遺跡1989Vllまとめ」 のなかてはさらに発展させて 『律令期の生産体制を支えうる勢力を在地て‘想定す

るとすれば、郡司層が有力な候補てある。 （中略）律令体制の変質 ・衰退にともなって、律令期の生産体制

も崩壊して行くことは、その生産を支えていたものを暗示していると思われる。』 と結んている。

律令国家体制ては、生産と供給ははぱ郡単位て‘‘行なわれている。こうしたなかて‘‘小泊窯の製品が多醤に他

郡に供給される 9世紀後半は全国的にも体制が崩れ始め模索する時期てもあり、まさに小泊窯の製品は越後
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ての律令国家体制崩壊を指摘する考古学的資料と思われる。

このような時代を背景とする観音寺遺跡は、今回の調査において性格を明確にてきる遺構は検出されな

かったものの、特徴的な迫物として小泊窯の製品 (9世紀後半代）に加えて35-37号土坑の底部より炭化

米 ・転用硯(43)が出土している。転用硯はほかに包含層中(67)と計2点となる。墨書土器は「判読不明」て

あるが(73)がみられ、さらに13号土坑より銅製の帯金具(11)が出土しているところから識字層にかかわる遺

跡として注目されよう。あるいはさらに発展して考えるなら、米などを集積する公的な地域が近接して展開

する事も予想される。

しかし、観音寺遺跡の調査は始まったばかりてあり、今後の調査による資料の蓄積を待って検討を加える

事が必要てあり、ここては言及しない。
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第 3表 3号土坑出土遺物観察表 （単位： cm) 

番号 器種 法批 器形、成・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位沼 ・備考

1 須恵器 ロ径 体部一底部片。f本部は有台部よ り丸身を帯びて直線的に 白色細砂 遠冗堅緻 灰 色
有台杯 底径 (78) 開（ 。有台部は断而台形状を呈し貼り付けによる。 粒 ・小礫

器品

2 須恵器 ロ径 胴部片。内面の喝て具は平行と放射状の2種が認められ 白色祖砂粒 還元堅緻 灰色 3と同固体か
甕 底径 るが放射状のなかには矢羽状あるいは木葉状のものが認

器高 められる。外面の叩きは格子てある。

3 須恵器 ロ径 胴部片。内面の当て具は平行と放射状の2種が認められ 白色粗砂粒 還元堅緻 灰色 2と同固体か
甕 底径 るが放射状のなかには矢羽状あるいは木葉状のものが認 ノノJ-'JJ—~ '・ 

器高 められる。外面の叩きは格子てある。

4 須恵器 口径 胴部片。内面の'",て具は平行。外面の叩きは格子てあ 白色粗砂粒 還元堅緻 灰色

甕 底径 る。 少祉

器高

5 須恵器 ロ径 胴部片。 内面の~,,て具は同心円。外而の叩きは平行て後 白色粗砂粒 遠元堅緻 灰 色

甕 底径 て横位にカキメを施す。 9ノ」、"n'. 
器砧

第4表 11号土坑出土遺物観察表 （単位： cm) 

番号 器種 法批 器形、成 ・整形の特徴 I 胎土 l焼成 I色調 出土位買 ・備考

6 木製品 長さ (54) 残存 1/3。材質は杉てある。成形は両端を尖らせ断而四角形とし整形段階て四隅をさ
箸 幅 0 5 らに面取りし断面六角形を呈する。

7 木製品 長さ (14.4) 残存2/3。材質は杉てある。成形は両端を尖らせ断面四角形とし整形段階て四隅をさ
箸 幅 0 8 らに而取りし断面六角形を里する。

8 木製品 長さ 15 8 残存2/3。材質は杉てある。1皮形は両端を尖らせ断面四角形 とし整形段階て、四隅をさ
箸 栢 0.6 らに面取りし断面六角形を呈する。， 木製品 長さ 21 2 完形品。材質は杉てある。成形は両端を尖らせ断面四角形とし整形段階て四隅をさらに
箸 幅 0. 7 面取 りし断l面六角形を呈する。

10 木製品 長さ 24 .5 径l3cmの細い木製品て先端を尖らせ木杭状にする。木製品の大半は腐食しわずかに先
不明 幅 I 3 端が炭化したため形状をとどめている。火鑽棒てあろうか。

第 5表 12号土坑出土遺物観察表 （単位： cm) 

番序 器種 法見 器形、成 ・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位薩 ・備考

11 銅製品 長さ 3.7 一部欠m。形態は蒲鉾形を星し透かしは長さ28cm、輻4.5cmを測る。3カ所にリベット
丸納 幅 2 5 状の鋲がある。

器厚 0 7 

12 珠洲焼 17径 II糸求部片。n緑部は端部て丸〈おさめる B類(1987坂 紐砂昧立多・白 遠元堅緻 灰色 胎上中には海面状

き 底径 Ji')。条線は太く 10本の単位て間隔を問いて施される。 色紆［阻礫少 骨針が多批に含ま

播鉢 器甜 内面は器面の泉I)離が源著てある。 れる。

13 珠洲焼 n径 胴部片。叩き成形のT型壷（吉岡編年）てある。外面の1111 細砂粒 還元堅緻 灰色

き 底径 きは形斥細かい綾杉条を里す。

壺 器高

14 須恵器 n径 頚-i,j部片。17緑～頚部は直立し余りllMかない。内面の 糾砂粒 還元堅緻 灰色

褻 底径 ‘りて具は平行、外面の叩さは格＋てカキメ状の条線が見

器品 られる。

第 6表 13号土坑出土遺物観察表 （単位： cm) 

番号 器種 法址 器形、成・整形の特徴 胎上 焼成 色調 出上位四 ・備考

15 須恵器 「l径 胴部）ヤ。内而の,,,,て具は平行。外面の叩きは格 Fてあ 白色粗砂粒 還冗堅緻 灰色
甕 底径 る。 ,ノ1...,ll,.l 

器高

16 木製品 長さ (47) 櫛の部分て材質は11/j確てない。櫛目は細か〈木地のよ ょてあり塗りは見られない。

櫛 幅 (1 6) 
厚さ 0 8 

17 木製品 長さ (8.3) 材灯は木17が糸Illかく桧てあろうか。棒状に成形し断面は1面取りして多面形を呈する。
イ＜明 輻 1.0 

18 木製品 長さ Ol.4) 残{f.l/ 2。材質は杉てある。成形は両端を尖らせ断而四角形とし整形段陪て四隅をさ
唸： 輻 0 7 らにめんとりし断面六角形を混する。

l9 木製品 長さ (204) 残{i-1/ I。材質は杉てある。成形は両端を尖らせ断面四角形とし整形段階て四隅をさ

宮 輻 0 7 らに面取りし断面六角形を弔する。

20 木製品 長さ 17.3 柾II板を使用した箱物の部材と息われる。右側面 ,-.部に 2.fし、下面左端に l.fL木釘穴が
箱物部 輻 7 8 穿tこれ、 1-. ・左側面には兄 られなし '0
材 肛さ 0 7 

21 木製品 長さ 17 .3 杭状のものを縦割りにしてヒ而を削り 1/iiを形成する。一部に削り痕が兄える。

不明 輻 7 8 
厚さ 0 7 
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第 6表 13号土坑出土遺物観察表

番号 器種 法祉 器形、成 ・整形の特徴 I 胎土 I焼成 l色調
22 木製品 長さ (66) 小規模の杭て整形痕は見られない。火を受け表面は炭化している。
杭 幅 2 3 

23 木製品 長さ (10.5) 小規模の杭て整形痕は見られないが複数の削痕が見える。

杭 幅 1.7 

24 木製品 長さ (5.4) 杉材の曲げ物の一部て斜方向のケビキが見られる。

曲げ物 幅 2.3 

25 木製品 長さ 03.0) 杉材の曲げ物の一部てある。
曲げ物 幅 2.4 

26 木製品 長さ (125) 残存 1/3。材質は杉て両先端は欠損する。中央の断面は六角形を呈する。

箸 幅 1.0 

第 7表 28号土坑出土遺物観察表
番号器種 法駄 器形、成・整形の特徴 胎土 焼成 色調

27 石製品長さ 2 3 製品てはないが部分的に面をなし、 一部には削り痕が兄える。40g 

幅 2 0 
厚さ 0. 7 

2s I木製品幅 2.0 杉材の曲げ物てある。ケビキなどの痕跡は兄られない。
箸 J'i[さ 0.2 

第 8表 35号土坑出土遺物観察表
番号 器種 法祉 器形、成・整形の特徴 胎土 焼成 色調

29 土師器 ロ径(11.6) 口緑～体部は内高しながら開く 。右回転、底部回転糸切 細・粗砂粒多 酸化堅緻 橙色

坪 底径 5.3 り無誰酪
器窃 3.5 

30 土師器 ロ径(11.6) 口緑～体部は内酒しながら開く。右同転、底部回転糸切 細 ・粗砂粒 酸化堅緻 橙色

坪 底径 5.8 り無謡饂 多・褐色粒

器邸 3 6 

31 土師器 ロ径 底部片。ロクロ成形の甕てある。底部回転糸切り無調 細・粗砂多・ 酸化堅緻 橙色

小型甕 底径 7 5 整 褐色粒

器高 (3.1)

32 須恵器 口径 11 5 口緑～体部残存1/3。口緑一体部は直線的に開く 。 他かな白色 還元堅緻 灰色

坪 底径 底部回転ヘラ切り。 糾批焼立

器高 (3.3)

33 須恵器 ロ径 II. 9 口緑一体部残仔1/3,口緑～体部は直線的に開〈 。 白色糾形対立 還元堅緻 灰色

坪 底径 7.2 底部左回転ヘラ切り後阿転ナデ。
器高 2 9 

34 須恵器 口径 12. 6 口緑一体部残存1/3。口緑～体部は1姐喉的に開き n緑 白色糾砂•黒 還元軟質 灰色

坪 底径 8 7 端部は内稜を有す。底部左回転ヘラ切り。 色粒

器高 3 3 

35 須恵器 ロ径 12 6 残存3/4。1:i緑一体部は内湾しながら1悧く 。底部左回 白色紐砂粒 遠元堅緻 灰色

坪 底径 7 4 転ヘラ切り後阿転ナデ。
器裔 3. 7 

36 須恵器 n径 14.0 口緑～体部残存1/2・底部欠損 日緑-!本部は内湾しな 白色細・粗砂 遠元堅緻 灰色

坪 底径 がら開く容祉の深いもの。 粒

器邸 (5.1) 

37 土師器 ロ径 23.0 口緑～胴部片。n緑部は端部て上方につまみ上げられ 長石 • 石英 酸化堅緻 鈍い黄橙

小型甕 底径 る。ロクロ成形。 粒 ・粗砂粒 色

器邸 (9.5)

38 須恵器 ロ径 胴一底部。桧梢み→ロクロ成形。胴部 F位は横方向のカ 白色細砂粒 還冗堅緻 灰色

甕 底径 13. 7 キ目脱竪を施す。内底部には自然釉が付許する。
器高(110) 

39 須恵器 日径 肩～胴部片。ロクロ成形。肩部は丸く 1成形し胴部外面下 白色糾粒・粗 遠ェ堅緻 灰色

長頸瓶 底径 位は回転ヘラ削り。 砂粒.,J--li槃
器高(173) 

40 須思器 ロ径 28 0 口緑～肩部片残存1/5。口緑～頚部は短く外反しn緑 石英•長石粒 還冗堅緻 灰色

甕 底径 疇をつまみ上げる。内面の当て具は同心円、外面の叩

器高 きは平行てある。

41 須忠器 口径 35 0 口緑～頸部は短〈外反し日緑端部をつまみ上げる。内而 石英•長石粒 還元堅緻 灰色

甕 底径 の当て具は上～中位が同心円・中～下位が平行と分けて施

器店(430) される。外面の叩きは平行てある。
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出土位覆 ・備考

（単位： cm) 

出土位置 ・備考

（単位： cm) 

出土位罹・備考

僅かに海綿状骨針

が見える。



第 9表 37号土坑出土遺物観察表 （単位： cm) 

番号 器種 法乱 器形、成 ・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位置 ・備考

42 士師器 ロ径 14. 7 口緑～底部残存1/3.ロ緑～体部は内湾しながら開く 紐形対立・朴託i 酸化軟質 淡黄色
坪 底形 5.3 容址の深いものてある。成形は外面が軟弱てあるため不 粒
器高 5.3 明。内面の中世は黒色処理→ヘラ磨きてある。

43 須恵器 ロ径 天井部片。つまみは僅かにリング状のものてある。天井 僅かな白色 還元堅緻 灰色

蓋 底径 部内面には暴痕・擦痕が顕著てあり硯に転用されたものと 紐粒

転用覗 器高 思われる。

第1D表 2号溝出土遺物観察表 （単位： cm) 

番号器種 法且 器形、成 ・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位置 ・備考

44 石製勾長さ 4 .4 石材は軽石てある。勾玉状に粗く調整し両面から穿孔を加える。

玉 幅 2.8 
厚さ 1. 7 

第11表 4号溝跡出土遺物観察表 （単位： cm) 

番号器種 法祉 器形、成 ・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位置 ・備考

45 珠洲焼 ロ径 口緑部片。口緑端部は水平な面を形成し外につまみ出さ 白色紐袢立•海 還元堅緻 灰 色

き 底径 れるC類(1987l/対中）てある。 綿状

播鉢 器高

第12表 5号溝出土遺物観察表 （単位 ：cm) 

番号 器種 方旦 器形、成 ・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位醤 ・備考

46 須恵器 ロ径 11.2 口緑～頸部。口緑端部は上と外につまみ出される。内外 白色糾粥[ 還冗堅緻 灰色

長頸瓶 底径 面被熱によると思われる釦雌が顕著てある。

器高(10.4)

47 須恵器 ロ径 底部。有台は断面台形状を呈する。内底部に自然釉が付 白色糾伴立 還元堅緻 灰色

長頸瓶 底径 9.5 行する。
器高 (4.9)

第13表 8号溝出土遺物観察表 （単位： cm) 

番号 器種 法薩 器形、成 ・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位置 ・備考

48 珠洲焼 口径 口籍部片。口緑端部は水平な面を形成し外につまみ出さ 白色紐砂 還冗堅緻 灰色

き 底径 れるC類(198苅反井）てある。内面に僅かに条線痕がみえ
播鉢 器高 る。

49 珠洲焼 ロ径 胴部片。叩き成形のT型壷（吉岡編年）てある。外面の叩 白色細砂 還冗堅緻 灰色
き 底径 きは平行て＾細かい綾杉条を呈す。 粒・海綿状骨

壺 器高 針

50 珠洲焼 ロ径 胴部片。叩き成形のT型壷（吉岡編年）てある。外面の叩 白色細砂 還元堅緻 灰色
き 底径 きは平行'-('細かい綾杉条を呈す。 粒•海綿状骨

壺 器高 針

51 珠洲焼 ロ径 胴部片。叩き成形のT型壷（吉岡編年）てある。外面の叩 白色細砂 還元堅緻 灰色
き 底径 きは平行て‘細かい綾和~を呈す。 粒・海綿状骨

壺 器高 針

第14表 グリッド出土遺物観察表(1) （単位 ：cm) 

番号 器種 法祉 器形、成 ・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位置・備考

52 土師器 ロ径 底部。底部右回転糸切り無調整→胴部下端回転ヘラ削 細粗砂粒 酸化堅緻 灰褐色 C3グリッド

小型甕 底径 6.0 り。 多•海綿状骨
器高 (4.0) 針

53 須恵器 ロ径 12 0 3/4残存。口緑～体部は屈折気味に開く 。底部左回転 僅かな白色 遠冗堅緻 灰色 D9グリッド

坪 底径 6 8 ヘラ切り後回転ナデ。 紐lllfi'少粒
器高 3.0 

54 須恵器 ロ径 11 6 1/3残存。口緑～体部は内湾気味に開〈 。底部左回転 白色紐臥粒 還冗堅緻 灰色 Alグリッド

坪 底径 7 0 ヘラ切り後回転ナデ。
器高 2 9 

55 須恵器 ロ径 12 I 1/4残存。口緑～体部は内湾気味に開く。底部左回転 白色細・粗砂 還元堅緻 灰色 B2グリッド

坪 底径 7 .0 ヘラ切り後回転ナデ。 粒,J沼沙
器高 2 7 

56 須恵器 ロ径 11. 8 1/4残存。口緑～体部は内湾気味に開〈。底部左回ヘ 白色細・粗砂 還元堅緻 灰色 B2グリッド

坪 底径 7 .4 ラ切り後回転ナデ。 粒

器高 2 6 

57 須恵器 ロ径 12 .0 1/5残存。口緑～体部は内湾気味に開く 。底部左回転 白色細湘砂 遠元堅緻 灰色 A3グリッド

坪 底径 8 0 ヘラ切り後回転ナデ。 粒小

器高 3 0 

58 須恵器 ロ径 11.8 1/2残存。口緑～体部は内湾気味に開く 。底部左回転 白色紐形粒 還元堅緻 灰色 C 2グリッド

坪 底径 6 9 ナデ。
器高 2 8 
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第15表 グリッド出土遺物観察表(2) （単位 ：cm) 

番号 器種 法批 器形、成・整形の特徴 胎上 焼成 色調 出土位笥 ・備考

59 須思器 ロ径 13 0 1/ 4残存。口緑-!本部は内湾釘財dこBM(。底部左回転 白色細粗砂 遠JC堅緻 灰色 C 3グリッド

坪 底径 8 0 ヘラ切り後囮転ナデ。 粒 ・小礫

器高 3.1 

60 須忠器 日径 12.6 1/4残件。日緑～（本部は内湾気味に開く 。底部左回転 白色細粗砂 還元軟骰 灰色 B2グリッ ド

坪 底径 8.6 ヘラ切り後回転ナデ。 粒

器高 3.5 

61 須忠器 日径 口縁部欠損・体～底部片。f本部は有台部より内湾知床に開 白色細砂粒 還元堅緻 灰色 B3グリッド

有台坪 底径 6 6 く。有台部貼り付け。 少

器品 (33) 

62 須恵器 口径 体一底部片。（本部は有台部より内湾気昧にに開く 。有台 白色細砂粒 還元堅緻 灰 色 03グリッ ド

有台坪 底径 6.6 部は貼り付けによるものて幅狭く断面™字」状となる 少・患色粒
器高 (16) 貼り付け。

63 須忠器 ロ径 体～底部片。体部は有台部より内湾気味にに開く 。底部 n色細・粗砂 遠元堅緻 灰 色 B2グリ ッド

有台坪 底径 7 .1 左同転ヘラ切り。有台部は貼り付けによるものて幅広く 粒
器高 (2.0) 断 fM字」状となる。

64 須恵器 ロ径 体～底部片。f本部は有台部より内湾気味にに開く。底部 白色細・粗砂 還元堅緻 灰色 Alグリッド

有台坪 底径 8 0 左阿転ヘラ切り。有台部は貼り付けによるものて幅狭く 粒
器高 (2.0) 断面 1M字」状となる貼り付け。

65 須恵器 口径 14 4 1/5残存。天井～日粒部は外稜を有して開き、口緑部 白色細・粗砂 遠元堅緻 灰色 B 2グリッド

蓋 底径 は折り返され丸みを帯びる。天井部同転ヘラ削り。鉦は 粒

器高 3 0 小さなリング状て天井部窪みに貼り付ける。

66 須恵器 ロ径 14. 8 天井部片。天井―n緑部は外稜を有して開き阿転ヘラ削 白色 細砂 還冗堅緻 灰色 Alグリ ッド

蓋 底径 り。鉦はリング状て天井部窪みに貼り付ける。 粒 ・黒色粒

器高 3.1 

67 須忠器 ロ径 天井部片。天井-n縁部は外稜を有して開き回転ヘラ削 白色細砂 遠冗堅緻 黄灰色 A3グリッド

壺 底径 り。鎌はリンク汁人て天井部窪みに貼り付ける。 粒 •黒色粒

器話

68 須恵器 ロ径 天井部片。天井-n緑部は外稜を有して開き回転ヘラ削 白色細・粗砂 遠冗堅緻 灰色 B2グリッド

底径 り。鉦はリング状て天）卜部窪みに貼り付ける。内面天井 粒

器高 部暴痕 ．擦痕力咽鋲著てあり転用硯と思われる。

69 須恵器 ロ径 n緑部欠損。天井～口緑部は外稜を有して開くタイプ。 白色細・粗砂 還元軟質 灰色 B2グリッド

蓋 底径 同転ヘラ削り。鉦は扁平てさらに小さな扁平鉦を貼り付 粒

器高 け多段となる。壷蓋か。

70 須恵器 ロ径 底部片。胴～底部は内符釈妹に開く小型の瓶てある。有 白色細砂 還元堅緻 灰色 B2グリッド

瓶 底径 7 2 台は断面台形状を呈し貼り付けられる。胴部下端回転へ 粒 .!.IA色
器高 (46) ラ削り。

71 須忠器 日径 底部片。胴～底部は内病気味に開く 。有台は断面台形状 白色細・粗砂 還元堅緻 灰色 Al・B2・83グ

瓶 底径 11 6 を呈し貼り付けられる。胴部に格子目の叩きを施す。 粒小礫少 リッド

器高 (7.3)

72 須忠器 ロ径 底部片。胴～底部は内楕気味に開くが張りはない。有台 白色細・粗砂 還冗軟牧 灰色 Al・B2グリッ

瓶 底径 13. 6 は断面台形状を呈し貼り付けられる。． 調整は器面が溶解 粒 ド

器高(JO8) しているため不明。

73 須恵器 ロ径 n緑部片。体部内外に銀痕あり。 n色糸l昭粒 還冗堅緻 灰色 B9グリッド

坪 底径

器高

74 須恵器 日径 11.0 口籍部片。日緑部のIll-Iきはなく端部てヒ・横に摘み出され 白色細・粗砂 還冗堅緻 灰 色 B 2グリッド

横瓶 底径 る。胴部は外面が格子目叩き、内面の'",て具は同心円て 粒

器高 (8.5) ある。自然釉の垂れより横位ての窯入てある。

75 須忠器 日径 底部片。胴～底部は内湾気味に開〈が張りはない。有台 白色細・粗砂 還元堅緻 灰色 B2グリッド

瓶 底径 11.0 部は貼り付けによるものて務rilii台形状となり内面を「U 粒小
器硲 (85) 字」状のエ具てナデられる。胴部内面指ナデ。

76 須恵器 口径 外耳。中央に剌突孔をもつ三角形の耳てある。外面に 3 h色•黒 遠元堅緻 灰 色 Alグリッド

三耳壺 底径 本のキザミ目を施す。三耳壷の突帯部に貼り付けられて 色粒

器祁 いたものて耳の上部に突帯部痕が見える。

77 須恵器 ロ径 外耳。中央に剌突孔をもつ二角形の耳てある。 外面に 3 白色糾砂 還冗堅緻 灰色 A 1グリッド

三耳壺 底径 本のキザミ目を施す。三耳壷の突帯部に貼り付けられて

器高 いたものて耳の上部に突帯部痕が見える。

78 須恵器 ロ径 胴部片。外面の叩きは平行、内面のとりて具は同心円てあ 白色細・粗砂 還冗堅緻 灰色 A Iグリッド

甕 底径 る。 粒

器嵩

79 須恵器 日径 胴部片。外面のllf)きは平行→カキH、内而の当て具は同 白色細・粗砂 遠冗堅緻 灰 色 B2グリッド

寝 底径 心円てある。 粒

器高

80 須恵器 日径 胴部片。外面のUI)きは平行→カキl"I、内面の当て具は同 (7色細砂粒 遠冗堅緻 灰 色 B2グリッド

褻 底径 心・Plてある。
器高
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第16表 グリッド出土遺物観察表(3) （単位： cm) 

番号 器種 法祉 器形、成・整形の特徴 胎土 焼成 色調 出土位置・備考

81 須恵器 口径 胴部片。外面の叩きは格子目、内面の当て具は同じ円て‘ 白色細・粗砂 還冗堅緻 灰色 B 2グリッド
甕 底径 ある。 粒小

器高

82 須恵器 日径 胴部片。外而の叩きは格子目、内面の当て具は同心円て 白色糸暉少’粒 還冗堅緻 灰色 B 2・3グリッド
甕 底径 ある。

器嵩

83 須恵器 口径 胴部片。外面の叩きは平行、内而の当て具は平行てあ 白色細砂粒 還冗堅緻 灰色 BZグリ ッド
甕 底径 る。 小
器高

84 須恵器 ロ径 胴部片。外面の叩きは平行、内面の当て具は平行→同心 白色糾形粒 還元堅緻 灰色 3グリッド
甕 底径 円てある。

器高

85 須恵器 ロ径 胴部片。外面の叩きは平行、内面の当て具は平行→同心 白色細・粗砂 遠冗堅緻 灰色 B2グリッド
甕 底径 円てある。 粒小

器高

86 須恵器 ロ径 胴部片。外面の叩きは格子目、内面の当て具は平行→同 白色細・粗砂 還冗堅緻 灰色 B2グリッド
甕 底径 心円てある。 粒

器高

87 須恵器 ロ径 底部片。外面の叩きは格子目、内面の当て具は格子目平 臼色細・粗砂 遠冗堅緻 灰色 Al・B2グリッ
甕 底径 行・同心円てある。 粒 ド

器高

88 須恵器 ロ径 29 4 口緑～胴部。口緑部は短く開き端部て上・横方向に摘み上 石英・長石粒 還冗堅緻 灰色
甕 底径 げられる。外面の叩きは平行→カキ目、面の当て具は同 多

器高 心円てある。

89 須恵器 日径 34 8 口緑～胴部。 日緑部は短〈開き端部て｀上•横方向に摘み上 石英•長石粒 還冗堅緻 灰色
甕 底径 げられる。外面の叩きは格子目、内面の当て具は同心円 多

器高 てある。

90 須恵器 日径 31 2 口緑～胴部。口緑部は短く開き端部て‘上•横方向に摘み上 石英•長石粒 遠冗堅緻 灰色
甕 底径 げられる 。 外面の叩きは格—子目、内面の当て具は同心円
器高 てある。

91 須恵器 日径 37 .8 日緑～胴部。口緑部は短く開き端部て上・横方向に摘み上 石英・長石粒 還冗堅緻 灰色
甕 底径 げられる。外面の叩きは平行、内面の当て具は同心円て‘ 多

器高 ある。

92 須恵器 ロ径 口緑～胴部。口緑部は短く開さ端部て上・横方向に摘み上 石英•長石粒 還冗堅緻 灰色
甕 底径 げられる。外面の叩きは平行、内面の当て具は平行→同 多

器高 心円てある。胴部の接点は不明瞭。

93 輸入陶 ロ径 体部片。体部外面に片切彫による鍋蓮弁が施されてい 灰色の磁胎 還冗堅緻 釉調は緑 AZグリッド
磁器 底径 る。 枯色
青磁 器高

鍋蓮

弁文碗

94 珠洲焼 口径 体部片。ロクロ成形によるものて内体部には摺目が僅か 海面状骨針 還冗堅緻 暗灰色 B2グリッド
き 底径 に残るが単位は不明てある。 多

摺鉢 器高

95 銭貨 ロ径 2 3 「寛永通賓」行書てある。方形の穴は0.6X06c皿 表採
厚さ 0 1 「永」と「賓」を特徴とし「永」の字は押さえが中心よ

り左に位覆し、 「費」の王の字は右下がりとなる。

96 鉄製品 長さ 8.5 形態は長めの台形状、断面方形を呈する。側面より見る 表採

幅 2.3 と幅狭〈なる箇所は合見角となり枝翌！となる。gag
厚さ 1. 4 

97 璃咽 長さ 2.3 自然面を残す剥片て2方向より打繋が加え られている。 剥片 D3グリッド
厚さ 2 g 
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第 7章 自然科学分析

第 1節 観音寺遺跡出土の炭化米について

パリノ ・サーヴェイ株式会社

1 • 試料

試料は、平安時代とされる35、36、37号土坑から検出された種実遺体3袋（それぞれ100-100粒の種実が

入っていた）てある。

2 • 方法

試料を風乾後、双眼実体顕微鏡下て観察し、その形態的特徴から種類を同定した。

3 • 所見

今回同定を行った試料中から検出された種実遺体は、 全てイオ、 (Oryzasative L.) の炭化した胚乳て‘あ

る。各土坑から検出されたものはすべて単体て‘、一部に穎（籾）が付着したものも存在する。大きさは、長

さが4-5 mm、幅が3mm前後てある。これら炭化米の大きさは、佐藤 (1988) による分類にしたがえば短粒

形て極小～小に分類されるものが多い。この形状を持つものは佐藤 (1988)の調査結果のなかても、最も多

く認められる形状てあることから、平均的な形状を持っているといえる。

なお、これらの炭化米が出土した土坑の性格・用途について詳細なことはわからないが、まとめて火熱を

被ったとみられる。

文献

佐藤敏也 (1988) 弥生のイネ、 「弥生文化の研究2 生業」、

金関恕 •佐原 真編、 P97-111、雄山閣。
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第 2節 観音寺遺跡で検出された液状化跡

寒川旭

1. 地震考古学とは

考古学の遺跡発掘調査の過程て‘、人間の生活にかかわる様々なものが顔を出す。そして、過去の地震の痕

跡が発見されると、考古学の遺構や遺物との前後関係から、地震の年代を知ることがてきる。日本の場合、

地震史料が年代順に集められているから、これと対比する事によって、地震跡形成の年月日と時刻を知るこ

とも可能てある。

また、他の遺構と同じように、地震の痕跡を立体的に掘削して詳しく観察することや、地震に伴う被害や

社会的な影響も検討することもてきる。

このように、遺跡て検出される地震の痕跡を総合的に研究する分野が「地震考古学」てある。地震を予知

し、歴史の中に地震を位置づける新しい研究てある。

2 • 液状化現象とは

遺跡て最もよく検出される液状化現象は、地表からさはど深くない所にゆる詰まりの砂（礫）が堆積し、

地下水て‘満たされている状態て発生する。

地下の砂粒は、普段は、お互いに支えあって安定している。ある日、激しい地震動が加わると支えがはず

れ、それぞれの粒子がすき間を小さくして少しても安定するように移動する。このため、すき間を満たして

いる地下水が圧迫されて水圧が急上昇する。やがて、水圧の高まった水が砂粒や周囲からの土圧を支え、地

層全体が液体の性質を持つようになる（液状化） 。さらに、地下水と砂が上を覆う地層を引き裂きながら

「噴砂」として地面に流出することになる。

この現象は、近代都市のライフラインなどに著しい被害を与え、防災上特に注目されている。また、この

現象の存在を発見することは、過去に震度V以上の激しい地震動が存在したことの証明にもなる。

I層

図 1 地震跡の模式図
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3 • 遺跡で見られる液状化の痕跡

図 1は遺跡て検出される液状化跡を模式化したものてある。

aは地震当時の地表面に噴き出して広がった噴砂がよく残っているもの。溝 ・住居跡・水田などの凹地に

残りやすい。噴砂に覆われるように地震直前の地面が保存されている。

bは噴砂が侵食されて残っていないもの。噴砂は侵食を受けて消失し易いのて、多くの場合、 bのような

形て見出される。

地震の発生した年代は、 a • b共にII層堆積後て.I層堆積前に限定される。また、 bのように遺構の埋土

を引き裂いていれば、この遺構が埋まってからの地震とわかる。ここて激しい地震をおこしたという記録が

あれば、地震の年月日や時刻まて検討てきる。

a• bのように砂のつまった割れ目を砂脈という。この砂脈が地震当時の地震面まて達しなかったものが

c・dてある。砂脈が当時の地表まて達したかどうか見極めることが、地震の時期を決める場合、特に重要

になる。

液状化した地層の動きは、 III層のなかて観察てきる。地下水と砂が激しく流れ動いた場所ては、奇妙な構

造（模様）が残っている。地層の一部が大きくかきまぜられたような擾乱構造 (e) 、砂の筋が上へむかっ

て細くのびる柱状構造 (f)、いくつもの皿を横にならべたような皿状構造 (g)、すべて液状化現象に特

有の構造てある。

一連の砂層や礫層てあっても液状化現象によって、一様に乱されるのてはない。地層の一部が激しく乱さ

れていても、他のところては、堆積したままの構造がそのまま残っていることが多い。III層下部には堆積当

時の構造がよく残っているが、上部てはこれが消えて新しく液状化に特有な構造がみられる。地震動の強さ

や地質的な条件が微妙に影響しあって地層の乱れかたがきまる。

4 • 観音寺遺跡の液状化跡

平成 6年度に行われた発掘調査て、地震の液状化現象に伴う顕著な砂脈が検出された。

砂脈は、図 2 に 示 したように 3 つのグ）レープ (a• b• cと名付ける）に大別される。

aは発掘区を横切るように、概ね東北東一西南西方向に発達している。詳細図（図 3) によると、砂脈の

西端付近は幅 1-1.smて、灰色シ）レ ト～粘土層を引き裂きながら東西にのびている。砂脈の内部は均質な

極細粒砂て満たされており、 一部ては シ）レト ～粘土のプロック（幅80cm) を砂脈内に取り込んている。

砂脈の中～西部は幅 1-1.smて、シルト ～粘土層を引き裂きながら東北東一西南西方向にのびている c

内部は均質な極細砂粒て構成されており、幅 1m• 長さ3.4mのシルトー粘土のプロ ック を内部に取り込んて‘

＼ヽる 。

b
/
＞
'
 

｀ 
0 1am 
I I 

図 2 調査地域の砂脈
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砂脈の東部は、東一西、北東ー南西、および、北西ー南東にのびる複数の砂脈に分岐している。それぞれ

の砂脈（最大幅40cm)がシルト～粘土を引き裂き、内部は均質な極細粒砂て構成されている。また、図 3に

示したように、平安時代中期に形成されたと考えられる遺構、および、その埋土が、 30-40cmの幅て引き裂

かれている。

また、砂脈aの西端に沿って南北方向のトレンチを掘削して断面形を観察した。これによって、シルト層

を引き裂きながら、極細砂粒が噴砂として上昇していることが確認てきる。また、砂脈の上端は侵食をうけ

ており、 地表に至る厚さ70cmの地層 (1952年以降に耕された耕作土）に覆われている。 地下水の涌出しが著

しく、地下て液状化した地層の確認が出来なかったが、砂脈内が一様に極細粒砂て構成されていたのて、液

状化層も均質て細粒な砂層てある可能性が強い。図 4はトレンチ内の噴砂を粒度分析したものてある。

f
l
¥

、―

O zm 
I I I 

図 3 砂脈aの詳細図 （斜線の部分は平安時代中期の遺構）

5 • 地震の発生時期

観音崎遺跡の砂脈の場合、平安時代中期の追構を引き裂いていることから、平安時代中期以降に発生したこ

とがわかる。また、 1952年以降の耕作土に完全に削られているのて｀、これ以前に発生したものと考えられる。

この地域て該当する時期に発生した地震の中て、特に激しい地震動が考えられるのは、 1828(文政11)年

12月18日の卯下刻（午前6時すぎ）の三条地震 (M6.9前後）てある。

この地震は、 三条て` 全潰家屋439軒 ・死者205人、見付て全潰家屋545軒 ・死者127人、長岡て全潰家屋 3千

余・死者442人など、新潟県中部に著しい被害をもたらせた。 『新編日本被害地震総院』によると、加茂から

長岡に至る北東ー南西方向て長径30km・短径20kmの楕円状の範囲て震度VI(烈震）が推定されている。勿論
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中之島町全域が烈震の地域に含まれている。

この地震を特徴づけるものは著しい液状化現象て｀、 「与板在より下も加茂辺迄の内所々豚しく平地吹破水

青砂等吹揚げ」 （『資料三条地震』）のように、各地て地面が裂けて地下水と砂が噴砂した記録がある。

中之島町周辺も著しい被害を受け 「資料三条地震』には、 「今町皆潰れ、上下の人口少々残り死人知れ

ず」 「傍所村家七十軒の処五十六軒潰れ、即死十四人、怪我人知れず」 「中之嶋家四百軒ぱかりの処五十軒

ほど立ち居る」 「小古瀬七ヶ村皆潰れ」などの記述がある。

中之島組の庄屋が郡奉行書に提出した『地震変事二付品々書上帳』には被害の様子が生々しく描かれてい

る。

例えば、脇川新田ては、井戸の釣瓶が井筒より五七尺も上へ飛び上がり、又、井戸の中へ落ちた。中之嶋

中西村・高山新田・下関新田・丸山興野堤通の平地は窪み、田畑の裂け口からは青砂水を吹き出した。未宝

村ては門次郎という人の家の橡の上まて‘砂を吹き出し、炉の中に入れていた茶釜が深く埋まった。堅地砂地

の所は裂け、和らか土の所は陥んだという記述がある。

江戸時代には、新潟県内て大きな地震がいくつか発生している。特に、上越市周辺ては、 1666(寛文 5)

年 2月 1日 (M6.7前後）、 1751(寛延 4• 宝歴元）年 5月21B (M 7以上）の 2回、村上市周辺ては

1670 (寛文10)年 6月22日 (M6.7程度）に地震が生じている。この中て1751年の地震ては震源から80km近く

離れた中之島組ても、震度V (強震）に達する震動があり、31軒が全潰し、畑の地割れから砂が噴き出してい

る。

また、 1964(昭和39)年 6月16日の新潟地震は、新潟県下に大きな被害を与え、新潟市内て‘著しい液状化

現象が生じている（中之島の震度はV)が、時代的に当遺跡の液状化跡には相当しない。

100% I 

加
積
通
過
率

゜ 0.01 0.1 

図4 噴砂の粒径加積曲線

1. 0mm (粒径）

これまてに得られた資料から、観音寺遺跡の液状化跡は、規模が大きいことから考えても、当地域に特に

著しい地震動を与えた1828年の三条地震による可能性が最も高い。
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6 • まとめ

中之島町の観音寺遺跡において顕著な液状化現象の痕跡が認められた。

液状化に伴って形成された砂脈は、平安時代中期の遺構を引き裂き、 1952年遺構の地層に覆われている。

このため、平安時代の中頃から1952年頃に至る時期に生じた大きな地震によって形成されたことがわかる。

この時期に発生した ことが判明している地震のうち、中之島町が特に大きな地震動（震度VI) を蒙ったの

は、 1828年の三条地震てある。そして、当遺跡の液状化跡も三条地震によって形成された可能性が最も高

し‘
゜
これまて｀、栄町の石塚遺跡や加茂町の釜渕遺跡などて‘‘、三条地震によると考えられる液状化の痕跡が見出

されている。今後、中之島町周辺の発掘調査て地震の痕跡が検出されることが大いに期待される。
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写真図版
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10号土坑 13号土坑

13号土坑完掘状況

3D号土坑 38号土坑
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35号土坑遺物出土状況
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7号溝 8号溝

調査区南部溝配置状況

9号溝 5号溝下遺物包含層 (A-lG)
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包含層遺物出土近影 (C-3G)

同 (D-2G)

遺物包含層遺物出土近影 (D-9G)

同 (C-4G)

同 (D-3G)

基本土層
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92. 大甕上半部接合展開

グリッド出土遺物 (5)
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